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１．下水道使用料の現状

１-１ 調定件数
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１．下水道使用料の現状

１-２ 使用水量
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１．下水道使用料の現状

１-３ 使用料
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（令和6年度実績値：税抜き額）
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１．下水道使用料の現状

１-４ 入間市の下水道使用料体系
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入間市の下水道使用料体系（2か月、税抜き）

固定費

変動費

基本使用料

従量使用料

汚水排除量（使用水量）：㎥ 使用料基準額

20㎥まで 1400円

20㎥を超え40㎥までの分 1㎥につき95円

40㎥を超え60㎥までの分 1㎥につき105円

60㎥を超え100㎥までの分 1㎥につき120円

100㎥を超え200㎥までの分 1㎥につき130円

200㎥を超え400㎥までの分 1㎥につき145円

400㎥を超え1000㎥までの分 1㎥につき170円

1000㎥を超える分 1㎥につき190円
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499,156,350

36%

871,288,078

64%

基本使用料 従量使用料

1,625,244,000

77%

488,987,000

23%

固定費 変動費

１．下水道使用料の現状

１-５ 固定費・変動費
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固定費：下水道事業を運営するうえでかかる費用のうち、使用水量等の量にか
かわらず常に発生する費用のこと。
例えば、職員給与費、減価償却費等

変動費：使用水量等の量に比例して増減する費用のこと。
例えば、流域下水道の維持管理費負担金等

令和6年度の決算見込み値を
固定費・変動費に区分

令和6年度の使用料収入を
基本使用料・従量使用料に区分

（令和6年度実績値：税抜き額）
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１．下水道使用料の現状

１-６ 埼玉県内事業体の下水道使用料
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埼玉県内事業体の条例上の下水道使用料（１か月・20㎥使用の場合、税込み）

基本使用料：平均865円
最大1,342円（本庄市）
最小220円 （川越市）

入間市770円



Iruma City
入間市

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

深
谷
市

美
里
町

本
庄
市

日
高
市

飯
能
市

桶
川
市

熊
谷
市

越
谷
市

白
岡
市

滑
川
町

嵐
山
町

さ
い
た
ま
市

行
田
市

神
川
町

小
川
町

伊
奈
町

春
日
部
市

坂
戸
・
鶴
ヶ
島

鴻
巣
市

羽
生
市

寄
居
町

北
本
市

志
木
市

三
郷
市

松
伏
町

八
潮
市

上
里
町

上
尾
市

秩
父
市

吉
見
町

東
松
山
市

川
口
市

蓮
田
市

加
須
市

草
加
市

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

宮
代
町

吉
川
市

久
喜
市

杉
戸
町

入
間
市

狭
山
市

富
士
見
市

所
沢
市

新
座
市

川
越
市

幸
手
市

三
芳
町

川
島
町

ふ
じ
み
野
市

蕨
市

和
光
市

朝
霞
市

戸
田
市

割
合

基本使用料 従量使用料

１．下水道使用料の現状

１-６ 埼玉県内事業体の下水道使用料
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埼玉県内事業体の条例上の下水道使用料（１か月・20㎥使用の場合、税込み）

基本使用料比率：平均約42％
最大約65％（戸田市）
最小約14％（川越市）

入間市約42％
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ケース１：ストックマネジメント計画で採用した事業量を実施

ケース２：対策緊急度の高い施設（緊急度Ⅰ）の対策を実施

ケース３：対策が必要な施設（緊急度ⅠおよびⅡ）の対策を実施

ケース４：予算制約下で対策緊急度の高い施設（緊急度Ⅰ）を優先的に対策

２．財政シミュレーション 10

２-１ ケース設定

・点検 28か所（0.4百万円/年）
・調査 6.2㎞（14百万円/年）
・施設改築 3.1㎞/年（474百万円/年）

・点検 28か所（0.4百万円/年）
・調査 11.4㎞（26百万円/年）
・施設改築 5.7㎞/年（905百万円/年）

・点検 28か所（0.4百万円/年）
・調査 14.4㎞（33百万円/年）
・施設改築 7.2㎞/年（1,150百万円/年）

・点検 28か所（0.4百万円/年）
・調査 10.0㎞（22百万円/年）
・施設改築 5.0㎞/年（800百万円/年）

緊急度Ⅰ：速やかに措置
が必要な場合

緊急度Ⅱ：簡易な対応に
より必要な措置を5 年未
満まで延長できる

緊急度Ⅲ：簡易な対応に
より必要な措置を5 年以
上に延長できる

劣化なし：対応は不要

緊急度の定義
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２．財政シミュレーション 11

２-２ ストックマネジメントについて
入間市下水道ストックマネジメント計画を平成31年2月に策定

①施設の影響度、事故等の発生確率をもとに
老朽化対策の優先度を設定

施設の影響度：管の重要度（幹線、枝線等）

敷設環境（道路種別、河川横断等）
事故等の発生確率：経過年数

②将来的な施設健全度と投資可能額から最適
な改築シナリオを選定

投資の平準化（許容できるリスクの検討）

③点検・調査計画の立案

●一般環境下

●腐食環境下

目標を定め、施設の状況を把握、評価し、
長期的な施設の状態を予測しながら、施
設を計画的かつ効率的に管理すること。
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２．財政シミュレーション 12

２-３ 財政シミュレーションの結果

項目 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

点検 28か所
（0.4百万円/年）

28か所
（0.4百万円/年）

28か所
（0.4百万円/年）

28か所
（0.4百万円/年）

調査 6.2㎞
（14百万円/年）

11.4㎞
（26百万円/年）

14.4㎞
（33百万円/年）

10.0㎞
（22百万円/年）

施設
改築

3.1㎞/年
（474百万円/年）

5.7㎞/年
（905百万円/年）

7.2㎞/年
（1,150百万円/年）

5.0㎞/年
（800百万円/年）

緊急度
割合※

0.77 0.25 0.00 0.38

総改築
年数

465㎞÷3.1㎞/年
≒150年

465㎞÷5.7㎞/年
≒82年

465㎞÷7.2㎞/年
≒65年

465㎞÷5.0㎞/年
≒93年

耐用
年数

管路施設の標準耐用年数：50年
管路施設の目標耐用年数：75年

使用料
改定率

30% 35% 37% 34%

※緊急度割合：総延長に対する100年後の緊急度Ⅰ及び緊急度Ⅱの延長割合
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２．財政シミュレーション 13

２-３ 財政シミュレーションの結果

ケース１：ストックマネジメント計画で採用した事業量を実施

ケース２：対策緊急度の高い施設（緊急度Ⅰ）の対策を実施
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２-３ 財政シミュレーションの結果

ケース３：対策が必要な施設（緊急度ⅠおよびⅡ）の対策を実施

ケース４：予算制約下で対策緊急度の高い施設（緊急度Ⅰ）を優先的に対策

緊急度Ⅰ：速やかに措置が必要な場合
緊急度Ⅱ：簡易な対応により必要な措置を5 年未満まで延長できる
緊急度Ⅲ：簡易な対応により必要な措置を5 年以上に延長できる
劣化なし：対応は不要
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２．財政シミュレーション 15

ケース１：ストックマネジメント計画で採用した事業量を実施

・使用料改定率は30％となる。
一般家庭20㎥/月：1,815円 ⇒ 2,360円（ ＋545円）（税込）

・経費回収率は令和9年度から令和13年度までは100％以上を確保できる。
・損益は、令和9年度から令和13年度までは黒字となる。令和14年度以降赤字。

※維持管理費、人件費等は、物価上昇率等を加味して計上。
令和11年度までは実施計画値でシミュレーション。
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・使用料改定率は35％となる。
一般家庭20㎥/月：1,815円 ⇒ 2,450円（ ＋635円）（税込）

・経費回収率は令和9年度から令和13年度までは100％以上を確保できる。
・損益は、令和9年度から令和13年度までは黒字となる。令和14年度以降赤字。

※維持管理費、人件費等は、物価上昇率等を加味して計上。
令和11年度までは実施計画値でシミュレーション。

ケース２：対策緊急度の高い施設（緊急度Ⅰ）の対策を実施

114.2 
122.6 136.3 

155.0 

101.6 

137.3 

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

単
価
・
原
価
（
円
／
㎥
）

汚水処理原価 使用料単価

202 165 133 75 25 

-33 -85 -133 -165 -197 

88.9%

112.0%

100.7%
88.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

-300

-200

-100

0

100

200

300

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

経
費
回
収
率

金
額
（
百
万
円
）

損益 経費回収率



Iruma City
入間市

２．財政シミュレーション 17

・使用料改定率は37％となる。
一般家庭20㎥/月：1,815円 ⇒ 2,487円（ ＋672円）（税込）

・経費回収率は令和9年度から令和13年度までは100％以上を確保できる。
・損益は、令和9年度から令和13年度までは黒字となる。令和14年度以降赤字。

※維持管理費、人件費等は、物価上昇率等を加味して計上。
令和11年度までは実施計画値でシミュレーション。

ケース３：対策が必要な施設（緊急度ⅠおよびⅡ）の対策を実施
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ケース４：予算制約下で対策緊急度Ⅰを優先的に対策

・使用料改定率は34％となる。
一般家庭20㎥/月：1,815円 ⇒ 2,432円（ ＋617円）（税込）

・経費回収率は令和9年度から令和13年度までは100％以上を確保できる。
・損益は、令和9年度から令和13年度までは黒字となる。令和14年度以降赤字。
※維持管理費、人件費等は、物価上昇率等を加味して計上。
令和11年度までは実施計画値でシミュレーション。
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項目 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

ケース
概要

基本使用料、従量使
用料を同率で増額

固定費部分である基
本使用料のみ増額

使用料収入の多い大
口使用者区分の従量
使用料を増額

排水需要の多い一般
家庭等の区分の超過
使用料を増額

使用料
基準額

汚水排除量
（使用水量）

：㎥

1400円20㎥まで

1㎥につき
95円

20㎥を超え
40㎥までの分

1㎥につき
105円

40㎥を超え
60㎥までの分

1㎥につき
120円

60㎥を超え
100㎥までの分

1㎥につき
130円

100㎥を超え
200㎥までの分

1㎥につき
145円

200㎥を超え
400㎥までの分

1㎥につき
170円

400㎥を超え
1000㎥までの分

1㎥につき
190円

1000㎥を
超える分
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基本使用料を増額 従量使用料を増額 従量使用料を増額一律増額

使用料
基準額

汚水排除量
（使用水量）

：㎥

1400円20㎥まで

1㎥につき
95円

20㎥を超え
40㎥までの分

1㎥につき
105円

40㎥を超え
60㎥までの分

1㎥につき
120円

60㎥を超え
100㎥までの分

1㎥につき
130円

100㎥を超え
200㎥までの分

1㎥につき
145円

200㎥を超え
400㎥までの分

1㎥につき
170円

400㎥を超え
1000㎥までの分

1㎥につき
190円

1000㎥を
超える分

使用料
基準額

汚水排除量
（使用水量）

：㎥

1400円20㎥まで

1㎥につき
95円

20㎥を超え
40㎥までの分

1㎥につき
105円

40㎥を超え
60㎥までの分

1㎥につき
120円

60㎥を超え
100㎥までの分

1㎥につき
130円

100㎥を超え
200㎥までの分

1㎥につき
145円

200㎥を超え
400㎥までの分

1㎥につき
170円

400㎥を超え
1000㎥までの分

1㎥につき
190円

1000㎥を
超える分

使用料
基準額

汚水排除量
（使用水量）

：㎥

1400円20㎥まで

1㎥につき
95円

20㎥を超え
40㎥までの分

1㎥につき
105円

40㎥を超え
60㎥までの分

1㎥につき
120円

60㎥を超え
100㎥までの分

1㎥につき
130円

100㎥を超え
200㎥までの分

1㎥につき
145円

200㎥を超え
400㎥までの分

1㎥につき
170円

400㎥を超え
1000㎥までの分

1㎥につき
190円

1000㎥を
超える分
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項目 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

ケース概要 基本使用料、従量使
用料を同率で増額

固定費部分である基
本使用料のみ増額

使用料収入の多い大
口使用者区分の従量
使用料を増額

排水需要の多い一般
家庭等の区分の超過
使用料を増額

小口使用者
への影響

全水量区分同率増額
であるため特定の使
用者群への影響は少
ない。

特に小口利用者の負
担が増加する。

改定の影響はない。 改定の影響はない。

一般家庭
への影響

負担増となる。 改定の影響はない。 負担増となる。

大口使用者
への影響

負担増となるが、影
響はほとんどない。

負担増となる。事業
者等に加え、学校、
福祉施設への負担増
となる。

改定の影響はない。

水量変動
への影響

基本使用料も増額す
るため、水量減少の
影響は比較的少ない。

基本使用料のみの増
額のため、水量減少
の影響は最も少ない。

従量使用料のみの増
額であり、水量減少
の影響は大きい。

従量使用料のみの増
額であり、水量減少
の影響は大きい。

施策への
影響等

特定の施策への影響
はない。

高齢者・単身者世帯
等への影響が大きく、
福祉に関連する施策
との調整が必要。

事業者への影響が大
きく、企業誘致等の
施策との調整が必要。
学校、福祉施設への
影響も大きくなるた
め、教育、福祉の施
策との調整が必要。

一般家庭等への影響
が大きく、他都市か
らの移住誘致等の関
連する施策との調整
が必要。


